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中
学
生
の
部
活
動
に
つ
い
て

�

加
藤
　
大
輔

奨
学
金
返
還
の
支
援
に
つ
い
て

�

三
木
　
伸
也

一
般
質
問
の
要
旨

奨学金返還支援で負担の軽減を

部活動につながり・地域の力を

問　

継
続
的
な
少
子
化
の
影

響
も
あ
り
、
中
学
校
で
参
加

で
き
る
部
活
動
の
数
も
徐
々

に
減
少
し
て
い
る
。

　

中
学
生
に
、
や
り
た
い
こ

と
を
部
活
動
と
し
て
で
き
る

環
境
を
用
意
し
て
お
い
て
あ

げ
た
い
と
強
く
思
っ
て
お

り
、
一
定
の
人
数
を
必
要
と

す
る
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
の
部

活
動
に
お
い
て
は
、「
合
同

チ
ー
ム
」
と
い
う
環
境
の
構

築
が
未
来
あ
る
部
活
動
の
一

つ
の
あ
り
方
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

　

高
萩
中
学
校
と
高
根
中
学

校
の
野
球
部
が
合
同
チ
ー
ム

で
大
会
に
参
加
し
た
と
の
こ

と
だ
が
、
市
内
中
学
校
の
部

活
動
に
お
け
る
合
同
チ
ー
ム

の
活
動
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

答　

令
和
２
年
度
の
新
人
戦

に
お
い
て
、
埼
玉
県
中
学
校

体
育
連
盟
の
「
合
同
チ
ー
ム

に
よ
る
参
加
規
程
」
に
の
っ

と
り
、
高
萩
中
学
校
と
高
根

中
学
校
の
野
球
部
並
び
に
高

麗
川
中
学
校
と
高
萩
北
中
学

校
の
サ
ッ
カ
ー
部
が
、
そ
れ

ぞ
れ
合
同
チ
ー
ム
と
し
て
大

会
に
参
加
し
た
。
令
和
３
年

度
の
学
校
総
合
体
育
大
会
は
、

合
同
チ
ー
ム
の
予
定
は
無
い

が
、
新
人
戦
は
合
同
チ
ー
ム

の
結
成
が
予
想
さ
れ
る
。

問　

顧
問
教
員
だ
け
に
指
導

を
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
地

域
の
指
導
者
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
よ

り
専
門
的
な
指
導
が
受
け
ら

れ
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
に

も
期
待
が
で
き
る
。

　

合
同
チ
ー
ム
、
外
部
指
導

者
の
活
用
な
ど
を
含
め
た
中

学
校
に
お
け
る
地
域
部
活
動

化
の
推
進
の
考
え
は
。

答　

働
き
方
に
関
す
る
教
職

員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

か
ら
、
部
活
動
に
対
す
る
負

担
感
を
減
ら
し
、
授
業
と
そ

の
準
備
に
集
中
す
る
時
間
や

自
ら
の
専
門
性
を
高
め
る
時

間
の
確
保
の
た
め
に
も
、
地

域
部
活
動
の
導
入
が
課
題
で

あ
る
と
教
育
委
員
会
で
は
認

識
し
た
。

　

地
域
部
活
動
の
導
入
に
当

た
っ
て
は
、
指
導
者
に
は
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
や
退

職
し
た
教
員
な
ど
に
担
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
今
後
、
学
校
運
営
協

議
会
等
で
指
導
者
の
人
材
確

保
や
合
同
チ
ー
ム
も
含
め
た

運
営
に
つ
い
て
協
議
を
し
て

い
た
だ
き
、
令
和
５
年
度
以

降
、
段
階
的
に
休
日
な
ど
の

部
活
動
を
地
域
移
行
で
き
る

よ
う
研
究
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　

奨
学
金
返
還
支
援
制
度

は
、「
自
治
体
内
に
一
定
期

間
の
居
住
・
就
業
」
な
ど
の

条
件
を
満
た
し
た
人
の
奨
学

金
返
還
を
支
援
す
る
も
の
で
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
地
元

企
業
の
人
手
不
足
改
善
に
も

つ
な
が
る
支
援
策
だ
が
、
県

内
で
導
入
し
て
い
る
市
町
村

は
あ
る
か
。

答　

全
国
で
は
96
団
体
あ
る

が
、
県
内
で
は
無
い
。　

問　

当
制
度
の
改
正
が
あ
り
、

対
象
が
大
学
生
等
だ
け
で
な

く
高
校
生
等
に
も
広
げ
ら
れ
、

自
治
体
の
広
報
経
費
も
特
別

交
付
税
措
置
の
対
象
と
な
る
。

当
制
度
の
導
入
は
、
奨
学
金

利
用
世
代
の
転
入
促
進
・
転

出
抑
制
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
、
転
入
・
転
出
の
推
移
は
。

答　

10
代
か
ら
30
代
の
奨
学

金
利
用
世
代
は
、
転
出
が
転

入
を
上
回
っ
て
お
り
、
そ
の

差
は
、
平
成
29
年
度
で
43
人
、

30
年
度
で
116
人
、
令
和
元
年

度
で
98
人
で
あ
っ
た
。

問　

既
存
の
奨
学
金
利
用
世

代
の
転
入
促
進
・
転
出
抑
制

の
取
り
組
み
は
。

答　

市
の
重
点
施
策
と
し
て

「
移
住
・
定
住
の
促
進
」
を

掲
げ
、
Ｐ
Ｒ
用
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
や
鉄
道
車
内

ビ
ジ
ョ
ン
動
画
の
放
映
を
実

施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
子
育

て
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
エ
ル
カ
ム

事
業
補
助
金
を
新
設
し
た
。

問　

若
者
、
地
元
産
業
界
、

市
に
と
っ
て
有
益
と
考
え
ら

れ
る
当
制
度
を
導
入
し
、
他

市
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と

で
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
る

と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

答　

本
市
は
都
心
へ
の
通

勤
圏
に
位
置
し
て
い
る
の

で
、
当
制
度
の
導
入
に
係
る

特
別
地
方
交
付
税
の
措
置
率

は
、
そ
れ
ほ
ど
期
待
で
き
な

い
。
こ
の
た
め
、
市
で
は
独

自
の
支
援
策
と
し
て
、
大
学

等
に
入
学
を
希
望
し
て
い
る

が
、
入
学
準
備
金
の
調
達
が

困
難
な
保
護
者
に
対
し
て
最

大
70
万
円
ま
で
の
融
資
と
利

子
補
給
を
実
施
し
て
い
る
。

現
時
点
で
は
、
市
の
融
資
制

度
や
国
の
修
学
支
援
制
度
を

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
当
制

度
の
導
入
を
検
討
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
将
来
に
わ
た
っ

て
の
更
な
る
財
源
投
入
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
人
口
減
少

や
移
住
・
定
住
施
策
、
地
元

産
業
界
の
活
性
化
施
策
、
就

職
支
援
な
ど
、
他
の
分
野
と

の
連
携
を
含
め
、
総
合
的
に

研
究
し
て
い
き
た
い
。


